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今回は、生涯学習支援研修の基礎編、実践編に続く応用編研修をご案内します。 

応用編は、今回が初めての企画となります。 

認知症ケアの施策動向および看護協会会長と厚生労働省で認知症ケア施策を作られてきた

方の講演をふまえ、老年看護を担う私たちの取り組みを共有しましょう。 

多くの会員、また非会員の方々にもご参加いただけますよう、お近くの皆さまにもご案内

ください。 

 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───*  

                  生涯学習支援研修 応用編（モデル事業）のご案内  

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

 

◆テーマ：日本の認知症ケアの方向性と老年看護学の貢献 

◆日 時：2014年 11月 8日（土曜日） 13:30～16:00 

◆会 場：発明会館ホール（東京都港区虎ノ門） 

◆プログラム 

  講演１ 勝又 浜子氏（国立保健医療科学院） 

         「日本における認知症ケアに関する政策動向と老年看護学会に期待すること」 

 講演２ 坂本 すが氏（日本看護協会会長） 

       「日本看護協会における認知症ケア充実への取り組みと老年看護学会に期待する 

          こと」 

 講演３ 北川 公子（共立女子大学看護学部） 

       「認知症ケアにおける老年看護学会の取り組みと今後の展望」 

◆定 員 260名 

◆参加費 会員 3,000円 非会員 4,000円（資料代込み） 

  ※詳細、および申込は日本老年看護学会 HP 

   （http://www.rounenkango.com/）をご覧ください。  
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※このメールは 2014年 10月 15日現在のご登録情報をもとにお送りしております。 

  配信先の変更や停止については、下記事務センターまでご連絡ください。 

※このメールの発信元アドレスは、送信専用アドレスです。 

  本メールへの返信はできません。 

 お問い合わせは、下記学会事務センターのアドレスにお送りください。 
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